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本座談会は､危険物保安技術協会がこれまで

実施してきた事業や今後の展望について､ご出席

の方々に忌伴のないこ意見をうかがったものであ

り､特集記事としてSafety & Tomorrow171号

及び172号の2回に分けて掲載いたします｡

事故防止対策と自主保安体制
の推進

○司会(次郎丸)

危険物施設における火災･流出事故発生件数

は､危険物施設が減少傾向にあるにも関わらず､

依然として高い水準で推移をしておりますo　こ

のような状況を蹄まえて､国､地方団体､企業

等の関係機関･団体では､事故防止対策を推進

するための情報連絡会を設配し､保安教育の充

実による人材育成･技術の伝承､想定される全

てのリスクに対する､適時･適切な取り租み､

企業全体の安全確保に向けた体制づくり､地
'JH ･津波対策の推進などに留意して､官民一体

となった事故防止対策を自主的､概極的に推進

していくこととしておりますo

協会では､この情報連絡会に参画し､自主保

安体制のための支援の充実に重点的に取り組ん

でおりますo　具体的には､事業所向けの保安教

育の閲促と教育メニューの拡充､危険物保安対

策教育用視聴党教材の制作､危険物事故防止対

策論文の表彰など､保安教育の充実を図ってい

るところだと思います｡

協会の行っているセミナー･講習会について､

事務局からご説明願います｡

○事務局

協会では､危険物等の保安対策の向上に資す

るため､危険物等の保安対策に係る基捷技術は

もとより､危険物保安行政､石油コンビナート

等防災行政の最新の動向､新技術･新手法等の

活用方策､事故事例とその対応策､専門技術的

な分野における実務者の査成､協会業務の推進

方法など､幅広いテーマについての11種類にお

よぶセミナーや講習会を開催しておりますQ

現在､事業所向けのセミナー･講習会として

は､防災管理者､副防災管理者研修会､屋外タ

ンク貯蔵所の泡消火設備の一体的な点検に関す

る講習､危険物事故事例セミナー､危険物施設

稔合研修訓練があります｡

○司会(次郎丸)

今､説明がありましたような事業を協会とし

てやられているということでありますが､福島

さん､春山さん､こういったセミナーが､ある

いは新しい課題､こういうことをやってほしい

というようなご要望があったら､お話しいただ

ければありがたいのですが｡

･ ■LL]A
O福島氏

まず､例えば､防災管理者とか副防災管理者､

それから屋外タンク貯蔵所の-一体的な点検にE対

する講習とか､いずれもそういう役回りの立場
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(9∈?創立40周年を迎えて(下) -

で上t.事をするようになった人たちが､体系的に　　いうことですかね｡

それを学んで実践的にそれを行動できるような　　○福島氏

知識を身に付けるという意味では､非常に有効

だというふうに思っていますので､今後も引き

続き､充実した形でやっていただきたいなとい

うふうに思います｡

1).IJ､だけ､ちょっとご提案というか考えてい

るのは､先ほど､事務局の話にはHJ,てこなかっ

たんですが､防災訓練のことです｡

実は､われわれ､危険物を大益に扱う仕事と

している者たちからすると､今の世の中が全体

的にそういう危険物をあまり触れないという

か､あるいは学校なんかでも､できるだけ危険

なことをさせないみたいな風潮があり､そのた

めに会社に入った段階で危険に対する感壕が鈍

い人が多いという実態がありまして､それを何

とかして克服しないといけないなと思っていま

す｡小林先/-I:_もn;ほとおっしゃいましたけど､

例えば､火が起きたときに､一番有効なのは､

初期消火ですよねo初期消火に対して有効な手

､L/'_てというのは､その現場にいる人間が速やか

に火を刑しに行くということが求められるわけ

なんですが､今､入社してくる若い人たちとい

うのは､生火を見る機会っていうのがほとんど

ないまんま､会社に入ってきているっていうの

が実態なんですda｡専任で自衛防災隊のメン

ハ-がそれなりの施設を使って､生火を使った

.刈株をやりますけど､それも大可はんですが､

それ以外にやはりそういう危険物施設を接うと

ころで働く従某月が､火を比たり火の価さを

知ったり､実際に火を消す体験をする､そうい

う訓練の場が必要だなと思うんですけれど､架

頬がtuたりしてしまうものですから､直ぐに市

民から苦情がきたりするので､なかなか構rJJで

はやれないっていうのか実態なんですo　そこの

ところ､何か考えていただけないでしょうか｡

○司会(次郎丸)

そうですねo　やっぱり輔射熟を体験するとか
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ええ､そうです｡それに臭いとかですね｡

○森氏

水島では､コンビナートの保安防災協議会で､

尖火災消火訓練を長年やっておりますo　今年も

近々行う予定ですが､企業の方が作ったタンク

に見立てた大きなオイルパンに灯油を入れまし

て､実際に火をつけて編射熟体験をしたり､そ

れから､公設と共同防災､自衛防災が出て､泡

で消火します｡

J＼ i▲
○春山氏

日化協の春山です｡

まさに､今の課題である防災訓練なのですが､

私､会員の方が実際に-luT参加させていただい

て非常に有益であったとの感想を聞いておりま

すが､これはと思ったのが､ここにパンフレッ

トのLtJに出ていますが､海上災f･防止センター



の防災訓練所で､実際に相当大きな規模のタン

クで火災を,LLiして消防作業に当たるという､こ

の消防隊の方が実際に当たるわけですが､この

訓練は一企業ではもう本当に対応できないと思

いますo　あれだけの規模で､費用を出して､消

火訓練して､何がそこに重要なのかということ

をやることを､広くわれわれも業界団体として

は言伝させていただいて､こうした訓練の機会

をうまく使っていくことだと思います｡あれだ

けの規模でやれるのはなかなか､コンビナート

でもなかなかやれないですね｡なので､こうし

た訓練をうまく清川させていただければ非常に

ありがたいなとJLl.っていますo　この防災訓練は

横須門のほうですね｡あれは､非常にインパク

トのある､しかも今の時期に応じた方法かなと

.以っていますo技術伝承とか入朝育成が現場に

とっては喫緊の課題なので､まさにこういうこ

とをしっかり､われわれとしても使わせていた

だけたらありがたいなと思っておりますo

O司会(次郎丸)

むしろ､そういう科目を増やしてほしいとい

うことですよね｡

○春山氏

そうですね､ほい｡

○司会(次郎丸)

何か要望がありましたらそのことも含めてお

話し下さい｡

○森氏

実際に､われわれの職員2名が受講させても

らいました(つ　参加した職Elによると､どうして

も今はまだ船の上での対策が中心ということな

ので､なんとかそれを陸上､コンビナートに対

して､それから消防機関が持っている装備とか

もうまく融合させながらできる力法に発展すれ

ばいいのにという感想をIiHいておりますo

○小林氏

今の件は､自衛消防観織の手引きを作る際に

その話もでてくると考えていて､海上災害防止.

センターの方にも委員に入っていただいて､彼

らの持っているノウハウとか､日本の消防隊が

やっているいろんなやり方とか装備とかを融合

させてやりたいと考えています｡特に､海上災

害防止センターは､軸足が海上ですから､こう

いう石油コンビナート等災害防止法における自

衛防災租織や公設消防との接点を作ることが人

事だと考えているようですので､協会も､その

間に立って大きな役割を果たせるのではないか

と考えています｡

○司会(次郎丸)

その件は､非常に難しい話ですね｡現在､と

こでも燃しちゃいけないとか､油類の燃焼には

制約がありますo　ご要望があった体験型の訓練

をやらないと､なかなか難しいんじゃないか｡

だから､やっぱり消防職員だって､火熟の怖さ

を体験させないと､怖きって分からないんです｡

怖さを知って､やっぱり対策を取っていくとい

うことが必要だと思います｡
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○秋葉氏

先ほど福島さんのほうから､梅射熟の体験と

いう話があったんですけども､石化協と消防研

究センターで調整して､オイルパンで油を燃や

したときの梅射熱が､どんな感じだという体験

を､年1回だと聞いていますが､やっていらっ

しゃるということなので､それを拡大するよう

な形でも､消火まではいけないと思いますけど､

柘射熟の怖きっていうんですか､ ｢こんなに離

れてても熱いんだ｣っていうことを体感してい

ただける機会というのは､やってもらえる可能

性はあるかなと思います｡難しいですか｡

○司会(次郎丸)

消防研究センターが所在する三噺ffもだんだ

ん市街地化されてきて､センターの施設の中で

燃やすというのは､非常に難しいんですよ｡ 3

階建ての離岸でやってはいるんだけど､やっぱ

りどうしても棟が山るでしょ｡だから､今言わ

れたように､実際に幅射熱を受けるとか､いろ

んなことを体験していないと､火災現場に接近

しろと言われたって､あの現場に行ったらなか

なか行けないですよo　これは､企業だけじゃな

くて､消防局の職員だって同じだと｡Iil.うんです

よ｡

そういう要望もあるということを､承知をし

ておいて､今後どうするかということは少しま

た検討させていただきたいと思います｡

次の課題で､ ｢危険物安全対策教育視聴覚教
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材の制作｣につきまして､事務局のほうから説

明をお願いします｡

○事務局

危険物等の安全対策の向上に資するため､昭

和62年度から毎年度､危険物安全対策教育用視

聴覚教材の制作を行っています｡この視聴覚教

材は､協会内に学識経験者等を委員とする教育

用視聴覚教材制作委員会を設Iqして検討を行

い､事業所等の協力を得て制作され､消防関係

者､危険物関係事某所の方に活用されておりま

すo平成18年度以降に制作した視聴覚教材につ

きましては､ホームページ上でストリーミング

配信をしております｡また､ご依頼に応じて貸

し出しも行っております｡

○森氏

倉敷市でも､協会からご捉供いただいた

DVDやビデオについて､給油取扱所編､屋外

タンク貯蔵所垢､安全管理編､地盗編などに区

分しまして､一般の方から事業所の方まで使用

できる教育材料として貸し山しを行っておりま

す｡消防局のホームページに題名､制作年､収

録時間､こういったものを一覧で掲載しまして,

危険物に対する安全対策を考えていただくため

に活用させていただいております｡それから､

協会のホームページにもリンクを貼らせていた

だきまして､先ほど事務局からご紹介がありま

したスト1)-ミング配信で直接動画を見ていた

だけるという､これは大変有効だなと感じてい

ます｡

危険物取扱者の保安講習会ですとか､各種行

事を捉えて市民･事業所の皆さんに危険物に対

する理解と安全対策を促す教朝として活用させ

ていただいております｡もちろん､消防職別口

にも活用しておりますo

O秋葉氏

これは､ビデオだけじゃなくてセミナ-のほ

うにも関わってくるかも分からないんですがo

近年､消防の危険物担､J'Tの方が少なくなってい



るという話があり､また､危険物施設が､廃止

はすごく多いんですが､新たにできなくなって

いるということで､許認可の実務をOJTの中

で数えられないというようなことが出ていると

お聞きしております｡そういったものについ

て､例えば､許認叶の実務のビデオとかセミナー

とかですね､ ｢こんな手順でやるんだ｣とか､｢こ

んなふうに1二番とか進んでいって､完成検査を

やるんだな｣とか､そういったことについても､

将来的にそういった指呼教材みたいなものをつ

くっていただくのも必要になってくるのかな

と､感じているところです｡

○滝氏

私は､今､平成28年度検討会において小林先

生の下で人材育成ということをやっていますの

で､人材の育成､そのほか花術伝承というのが

何か形になればというのがございます｡ざくっ

とした言い方ですと､本当にベテランの方のイ

ンタビューみたいな映像でも非常に重要になる

んじゃないかなとo　というのは､これまでの

方々というのは､ご経験の何もないところで事

故や災害に取り机まれたりとか､それから､制

度が照ってからやられた方もあるわけで､そこ

での体験というのは､代え難いものですので､

そういったものをインタビュー形式で映像とし

ても残していただくのもよろしいと思います

し､それを講習会とか何かでばらっとその一部

でもやっていただければ､やはり身につまされ

るじゃないですけど､そういった諸先輩方のご

苦労､軽験というのは､非常に貴重ではないか

なと思います｡

また､先ほどのいろいろ技術的な講習会もそ

うですし､今回のビデオもそうなんですけど､

やはり人をつくる､人づくりのことであると思

いますので､聞いた方がまたそれを伝承してい

くための仕組みとか､繰り返しする､自ら反復

することのアンチョコみたいのも､紙の資料な

り､こうやれば自分でまた次の繰り返しの訓練

とか繰り返しの勉強で使えますよとか､あるい

はそれから､部下とか同僚の人に伝播させてい

くような､そういったノウハウとかもちょっと

プラスしていただけると､もう少し軽やかに広

がっていく｡いつまでかかるか分かりませんけ

れど､なっていくのかなとo　ですから､人から

人-､それが組織の力になるんじゃないかと思

いますので､やはりそういったことは､こちら

協会の得意としている部分の出し方じゃないか

と思っておりますので､期待しております｡

(⊃春山氏

この視聴覚教材のチームにも参加させていた

だいて､視覚に訴えて教育する材料があるとい

うのは､非常に役に立ちますo　文串だけで｢勉

強しろ｣と言っても､なかなか現場はついてき

てくれなくて､やっぱりEfで見た資料があると

いいo

それから､われわれも技術伝承についてまっ

たく同じ悩みを持っております｡危険物の大き

なプラントの事故がここ数年続いたのですがそ

の事故を防止するために､チェックリスト形式

のガイドラインをつくりましたo　それで､やっ

ぱりチェックリストは1回使ったら､そこで終

わってしまうケースが多いのですo教育にそれ

を反映させようということで､われわれも

DVDをつくりました｡そのDVDと今回の視

聴覚の教材とをペアで､現場で使わせていただ

いていますo　協会がつくられた教材とを併せ
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て､事故防止に対して教材として使っていくと

いうようなことをやらせていただいたら､意外

とこれ､好評であちこちで今､現場で使ってい

ただけるようになったという､一つの事例です｡

こうしたことから今後についてもぜひとも､貴

協会さんのつくられている教材資料をどんどん

オープンにしていただいて使わせていただきた

いと思いますo　あるものを知らない､こういう

ものをつくっているって知らないケースがあり

ますoわれわれ自身も横極的にホームページ等

アップロードさせていただいて､一緒に使わせ

ていただくということがすごく役に立つという

ことで､一例としてご紹介をさせていただきま

した｡

○司会(次郎丸)

つくる側と利用する側と両方意見があると思

うんですけれども､その辺うまく調整していけ

れば良いと思います｡また､実地の訓練という

のは､実施場所が限られているでしょうから｡

次に､｢危険物の事故防止論文｣のことについて､

説明をお願いしますo

O事務局

危険物施設における火災･流出事故発生件数

が高い水準で推移している状況を踏まえ､事故

防止に係る提案､壮言などを得ることを目的と

して､平成13年度から消防庁との共催により､

危険物事故防止対策論文を募集しております｡

んE:.募論文から､消防庁長官焚､危険部保安技術

協会理事長慾および奨励質を選定し､毎年6月

の危険物安全大会において表彰式を行い､樺関

誌とホームページで公開をしておりますo

O司会(次郎丸)

企業各社､何か取り組みは､先ほどの話でしょ

うかね｡

○春山氏

そうですね｡われわれの反省もあるのです

が､この論文募集では企業側からの応募がだん

だん減っているのではないかと思います｡実
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は､先ほどのように､現場がだんだん減って､

技術スタッフも減ってきているのも事実なんで

すが､製造現場-の技術的アプローチが､その

対策に至るいろいろな理屈がありますが､理屈

の解明なしに対策論で終わっているケースが多

くなってきているように思われますo厳しい指

摘ではありますが､事故発生時に､事故原因か

ら始まってそれをきっちり､いわゆる論文的に

しっかりまとめるということは､極めて重要な

プロセスだと思います｡それをもっと弊協会と

して､こういう論文賞のような､もらえるほう

はうれしいので､こういう褒めてもらえること

はなかなか少ないので､こういう質をうまく

使って考える､考えさせる癖をつけていくって

いうことをぜひやりたいと私どもは思っていま

す｡積極的に活用させていただければと思って

います｡

○司会(次郎丸)

次に｢保安診断｣について事務局から説明願

います｡

○事務局

危険物施設等を保有する事業所の自主保安に

対する取り組みについて､第三者機関として､

危険物施設または特定防災施設､もしくは自衛

防災組織等の維持管理に関する状況を確認し､

診断および評価を行うことにより､当該事業所

の危険物施設の安全な維持管理に寄与するとと

もに､当該事業所の自主保安の向上および事故

防止に資することを目的に､平成25年度から実

施しているものでございますo最近では､石油

コンビナート地域以外の事業所が活用する事例

が増えてまいりましたo

O司会(次郎丸)

何か消防庁として､こういうことをやってほ

しいということはありませんか｡

○秋葉氏

そうですね､平成23年度から25年度にかけて､

コンビナートの事故が多発した際に､事業者の



方の防災力をしけることが､関係省庁の会議等

で言われています｡その中で､やはり白分のと

ころがとの樺俊の保安､安全を確保する力があ

るかというのを確認していただくというのも､

必要な事項の一つだと挙げられていたと思いま

す｡

本日､おいでいただいている業界ですと､自

分のところでそういったことができるところが

多いかと思うんですけれども､それより小規模

なところですと､なかなか自分のところだけで

保安診断するというのが難しい場合があるん

じゃないかと考えています｡そういったところ

には､業界さんの働きかけ等というんですか､

消防機関の方とか､ほかの関連団体からの働き

掛けも必要なのかも分からないんですが､自分

のところがどのくらいの力を持っているのか､

自分のところのいいところと悪いところはどう

いうところだと確認するために､そういった保

安診断を受けていただくのがいいかなと考えて

います｡特に､事故を起こしたようなところは､

何らか弱みがあるんだと思うので､そういうと

ころには､確認をしていただく｡これはわれわ

れがやっていかない､働き掛けないといけない

のかも分からないですが､そういったところに

協会のお力を発揮していただければなと.吸いま

す｡

○森氏

消防機関としましても､今秋来さんからお話

がありましたとおり､消防機関から事故があっ

た事業所には､これはもうペナルティとして受

けなさいとか､そういうことも考えられるかと

思うんですけれども､規模の小さいところです

と､なかなか難しいところもあったり､それか

ら'lP用而とかもあろうかと,filtいます｡安は､ *J

某所の安全への耽り組み壌勢ですとか､その会

社のトノブのガの安全への考え方､そういった

ところが大きく影等甲してくるのかなと感じてお

りますo

〔垂の提供と広報の垂=〕
○司会(次郎丸)

協会では､様々な広報媒体を活用しで情報提

供をしております｡事務局からそれぞれの広報

媒体の内容についてご説明願いますo

O事務局

協会の主な広報媒体は､槻閑話｢Safety &

Tomorrow｣､ホームページ､危険物稔合情報シ

ステムです｡

｢Safety & Tomorrow｣は､危険物等の安全に

関する認識を高めるとともに､保安知識の普及

を図るための技術情報誌として､年6　匝l発行

し､消防横臥　危険物施設を有する事業所､タ

ンクメーカー等に配布していますo

｢safety & Tomorrow｣には､危険物等に係る

法令･制度の改正､逆用など､危険物保安行政･

石油コンビナート等防災行政の動向を中心に､

危険物等の保安対策に係る新技術･新手法等位

新の技術情報､危険物関係用語の解説､協会業

務の叔新の動き､セミナー･講習会の開催計画

などの情報を掲載しています｡

○司会(次郎丸)

KHKの機関誌で特にこういうテーマを取り

上げてほしいとか､あるいは､こういう項目に

ついて取扱ってほしいということがあれば､ご

発言下さい｡
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○亀井氏

法令の条文の中には科学的な専門性が高く､

門外湊には記述の根拠を理解しがたいものが少

なくありません｡法令には多岐にわたる学問分

野が反映されていますので､理解が及ばない部

分があるのは仕方のないことかもしれません｡

特に数式を含む条文となるとフォローする気に

もならないのではないかと思われるものもあり

ます｡法令にかかわりながら仕事をされている

人の中にはこのような条文はフラストレーショ

ンの種であると感じている人も少なからずい

らっしゃるのではないでしょうかo　そこで､提

案ですけれど､ ｢Safety & Tomorrow｣の読者か

ら､ ｢この条文の根拠は?､この式はどのように

導かれたか?｣というような質問を寄せていた

だいて､これを｢Safety&Tomorrow｣にコラ

ムを設けてシリーズで回答していくというよう

なことができないでしょうか｡条文の制定に携

わったひとびとが時間とともにに少なくなって

いきますので､このことも念頭に入れて企画し

ていただけたら有難いと思います｡

○司会(次郎丸)

何か業界のほうでも､少しこういうテーマを

取り上げてはしいということはありますか｡

○福島氏

私､今の部署になって､まだ2年半なんです

が､ ｢Safety&Tomorrow｣はとても費重な情報

が掲載されていて､大変勉強になっています｡

但し､社内で､あるいはグループの関係する先

で､どこに配付されているのかが､分からない

んです｡職場の人間に聞いても､ ｢いや､確かあ

そこには配付してあるはずだ｣みたいな感じの

状態ですo協会の機関誌ということで､われわ

れみたいな製造業にタッチしているところは当

然なんでしょうけども､運送業とか､ガソリン

スタンドを軽骨している人たちのところにこれ

がいっているのかどうなのかが分からないんで

すo　もしそういった所にもこの雑誌が配布され
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ていれば､そういう業種にふさわしいテーマの

選択というのが､やはり出てくるんだろうなと

思いますので､検討して頂けないでしょうか｡

ただ､亀井先生がおっしゃったように､いろい

ろな解説というんですかね､そういったものを

シリーズで載せるというのは､いいんじゃない

かなと感じました｡

○小林氏

｢Safety & Tomorrow｣は､世界でも非常に珍

しい､このジャンルに特化した安全対策につい

ての情報が満載されていると思います｡特に､

現場の方々が現場に即した形で書いた論文とい

うのがかなりあり､レベルも高いと思います｡

これは､その後のホームページのほうにも関係

するのですけれども､ホームページでも載せて

いますよね｡

○事務局

はい､平成23年2月発行分からホームページ

に掲出しておりますo

O小林氏

今の時代は､検索すると出てくるかどうかと

いうところに勝負がありまして､日本だったら

出てくるのですけれども､世界中でもいろんな

情報を欲しがっていて､そのときにこの｢Safety

& Tomorrow｣の記事というのは､ものすごく

役に立つと思いますo英訳を全部するのは大変

と思うの.ですが､これだと思う記事については､

3､ 4行の英語の要約みたいなものをホーム

ページのところに載せると､海外の方が検索し

たときに､ヒットして見ることができると思い

ます｡グラフとか写真とかありますので､何を

言っているか､だいたい分かります｡関係があ

ると思えば､それをダウンロードして英語に自

動翻訳すると､分からないことはないという程

度の訳にはなります｡ですから､そういうこと

を発信していると､日本のこのジャンルのレベ

ルが非常に商いということも分かるし､その中

で協会がどんなふうに絡んでいるかということ



も分かってきて､それで世界といろいろやり取

りができるようになるのではないかと思いま

すo

O司会(次郎丸)

そのことも踏まえて､こういう項目をやっぱ

り取り上げてはしいというようなことはありま

すか｡

○秋葉氏

先ほど亀井先生がおっしゃっていたことと類

似することなんですが､私が消防庁に入ったの

は昭和61年で､消防法に基づく危険物規制が政

令とか省令とかは､その後いろいろ変わってい

ますけど､法制度としてはほぼ完成したぐらい

なんですね｡当時､諸先発方から､ ｢昔こういう

ことがあって,こういう法制度ができたんだよ｣

という話をじかに聞くことができましたo現在

は､法律上､こういう条文があるというのは知っ

ているのですが､なぜこういうのがあるんだと

か､そういったところまで十分に理解してない

部分があるのかなっていうふうに感じておりま

す｡

また､ぜひ危険物規制について､諸先輩方に､

｢これは昔こういう事故があって､こういう検

討をして､こういう法制度ができたo　それに

よって､こういう安全確保がされたんだ｣とい

う歴史を｢Safety&Tomorrow｣に､連載をし

ていただくと､過去と今が断絶することなく連

綿とつながっていくんじゃないかなと思いま

す｡

○司会(次郎丸)

分かりました｡いずれにしても,協会の機関

誌をもう少し送る先も考えて､そのテーマも購

読者を十分意識してというようにやっていただ

ければと思います｡

次にホームページの説明をお暇いしますo

O事務局

協会では､平成9年にホームページを開設し､

兼務の紹介､般新の技術情報の提供等を開始し

ております｡平成22年度に大幅な見直しを行

い､棟関誌(Safety&Tomorrow)の記事の掲出､

視聴覚教材のストリーミング配信､お問い合わ

せフォームによる相談窓口の明確化､サイト内

検索機能の追加などの充実強化を図りました｡

○亀井氏

協会の業務に関しては消防機関とか､危険物

を扱っている事業所の関係者には周知されてい

ると思っていますが､一般市民にはあまり知ら

れていないのではないでしょうかo市民の皆さ

んは石油が社会において不可欠なエネルギーや

素材の資源であることは十分承知されています

が､一方で安全性がどのように確保されている

かということはご存じないのではないでしょう

か｡危険物施設が他の構造物と同様に重要な役

割を担っているということを理解していただく

必要があろうかと思います｡その辺に関する

pRを､ホームページでしたらどうでしょうかo

ただあまり内容が堅いと､なかなか読んでもら

えないので､例えば｢消防法で定められた危険

物ってなーんだ?､石油タンクはなぜ円筒形な

のでしょうかつ｣というようなクイズ形式にし

たら楽しみながら理解を深めてもらえるのでは

ないでしょうか｡

要するに､ ｢危険物施設｣の"危険"という言

葉からくるイメージから､施設自体は危険では

なく､安全性が十分配慮されたものであるとい

うイメージに切り替えていただくような啓蒙

pRが欲しいということです｡

○司会(次郎丸)

何か業界のほうで､こういうことをテーマに

挙げてほしいということはありますか｡

○福島氏

今､亀井先生がおっしゃった､ソフトタッチ

のコーナーというのは､非常に大事だなと思い

ますo

実は､般近こんな話を聞いたんですけど､今､

世の中では軽自動車が増えていますよね｡ガソ
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リンスタンドに行くと､ハイオクとか､レギュ

ラー､軽油を売っていますが､軽油のことを､

軽自動車用の燃料だと思っている主婦の方が結

構いらっしゃるそうですo　それを聞いたら､ぜ

ひやるべきだなと思いますo

O司会(次郎丸)

わかりました｡もしお気付きの点があったら

協会にお寄せいただいて､できるだけ努力をす

るということにさせていただきましょうo後で

また､こういう項目を少し検討してほしいとい

うことを出していただいて､ホームページにで

きるだけご期待に沿うように､そういう努力を

するということにさせていただきたいと思いま

す｡

次に危険物総合情報システムについて説明を

お願いします｡

○事務局

危険物稔合情報システムでは､危険物に関連

した事業所や都道府県､消防機関等があらかじ

め利用登録を行うことにより利用できる､ ｢危

険物施設における事故事例集｣ ｢危険物施設等

に係る事故事例検索｣ ｢法､政令､省令および告

示について相互に関連付けた検索が可能な法令

階層間リンクシステム｣など危険物等に関する

様々な利便性の高い情報の捉供を目的とするも

ので､平成23年4月からホームページにおいて

迎営しています｡

○司会(次郎丸)

森さんいかがでしょうか｡

○森氏:

はい｡このシステムについても職員に開示を

させていただいております｡

それで､先ほどからもお話がいろいろ出てお

りました自衛防災組織の捕動ですとか､それら

に合わせまして､やはり消防職員も､幸いなこ

とに､水島ではそんなに大きな事故が今ないも

のですから､消火活動の現場に即した内容のも

のであるとか､できればそういったものを動画
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でとか､動画が無理なら､ CGとかも活用して､

提供していただければ大変助かるなとoそうい

う職員からの要望もあります｡

それから､先ほどお話にも出てきましたけど､

最近のeラーニングだとか､消防庁のホーム

ページなどにはありますけれど､ああいったe

ラーニングを構成していただくのも､危険物に

関して大変効果があるのではと思っておりま

すo

(⊃司会(次郎丸)

今いろいろ挙げていただきましたが､これを

できるだけ､こういうテーマを､あるいは事柄

を挙げてほしいとかいうようなことがあれば､

出していただいて､役に立つというようなこと

で頑張っていければと思いますo

消防庁として何かお話があれば､また出して

いただくということでよろしいですか｡

○秋葉氏

危険物総合情報システムについてですが､消

防設備安全センターのほうでつくられているシ

ステムでは､消防交流広場というのがあって､

消防機関の方が意見交換する,ホームページの

中で何かできるような仕組みがあると聞いてい

ますo　ほかの消防本部の運用を開きたいとホー

ムページに上げると､よその本部さんから書き

込んでくれるとか､そういった仕組みが､あま

り協会のほうに負担なくできるんであればつ

くっていただくのも､すごく有効なのかなと思

いますQ

先行してやってるところの活用状況等も十分

把握しなければいけないんですが｡消防本部さ

ん同士､自分のところとよそのところは同じか

過うかとか､相談したいことがいろいろあると

聞いておりますので､もしかしたら､そういう

仕組みにしていただくことも有効かなと思いま

す｡

○春山氏

日化協の場合もそうなんですが､日化協とい



うのは､化学に特化してしまいがちですo　とこ

ろが､今事故を見ると､産業界では業界の枠を

超えて情報の共有化を図っていかなければなら

ないという危供が非常に強くなっています｡そ

ういう意味では､その総合情報システムという

のは､有効に､いわゆる業界間でも使える､そ

してどこで何が起きているのが分かるo例え

ば､ほかの業界でこういう事故が起きていると

いうことが把掘できる仕組みです｡そしたら､

われわれのほうで参考にならないかというよう

に､極めて有効に使えるんですが､どちらかと

いうと､この仕組みは､消防樺閑の方向けのい

わゆる専門的なところで､一般企業だとか一般

業界団体が入るにはハードルが高いように思わ

れている節があります｡その点をもっとどなた

でも使えるんだというような形の部分の宣伝が

必要ではないかと思います｡

それから､もう一つは､セミナーというのは

どうしても､都市で開催されることが多いこと

です｡われわれ工場は地方なので､出て来られ

ないと､われわれ会員から協会に向かっておっ

しゃる方がたくさんいて､インタビューをT_場

でそういう情報を発信してもらって､工場で見

られるようにしてほしいとの意見が多くありま

す｡ ｢自分で見られますよ｣と言うと､ ｢知らな

かった｣との返答が多くあります｡したがって､

地方の工場の方により分かりやすくアプローチ

できる､そういう工夫が要ると思います｡そう

していただくと､もっと広がっていくと思いま

す｡

○司会(次郎丸)

その件は､協会でも検討してみるということ

ですね｡

○春山氏

整理して､それぞれに対応していただければ､

大変ありがたいと思います｡

今後の展望

○司会(次郎丸)

それでは､いろいろと話を進めてまいりまし

たが､ KHKでやっていることについて足りな

いところがあったかもしれませんし､期待する

こと､こういうことをやってほしいというよう

なことがあったら､出していただきたいと思い

ます｡

○亀井氏

危険物の安全管理については､なにがしかの

課題をいずれの国も抱えているはずです｡それ

ぞれの課週に対する有効な解決策について､こ

れらを定期的に国際間で交換する場を協会が

担っていかれることを期待します｡

これまで日本では危険物施設に係わるいろい

ろ災害や事故を経験してまいりましたo　そし

て､その都度｢同じ事故は繰り返さない｣とい

う理念のもとに原因を究明し､安全対策を検討

し､その結果が法令に反映されていますo　いま､

そのノウハウはかなりたくさん集まっており､

国際間で情報の交換する場があれば､我が国と

して貢献できることは少なくないと思います｡

また､このような場を通して｢日本のKHK｣

が｢世界のKHK｣に飛躍されることを念願し

ます｡

○小林氏

今のとちょっと関連するのですけれども､日

本の危険物施設や石油コンビナートなどの安全

対策は､ちょっと外国と違っていて､非常に現

場主義的なところがあったと思いますo現場主

義が有効だったのは､それなりの経済環境や雇

用環境があったためなのですが､近年それが壊

れてきて､事故が増えているというふうに私は

思っています｡一方で､昔の現場主並的な安全

対策の良さは､今の発展途上国にかなり応用で

きるんじゃないかという気がします｡発展途上

国に行って見ると､安全対策も欧米型主導です0
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欧米型はいろいろな事故の分析をして安全に操

業するためのシステムを構築していくという､

上から作っていく安全対策ですo合理性が高い

し論理的に詰めているのでよいとは思うのです

が､発展途上国に応用する場合には､合うとこ

ろと合わないところがあるのではないかと思っ

ています｡日本が以前行っていて大きな成果を

上げていた現場主義的な安全対策を教えると､

役に立つことも多いのではないかと思いますo

協会としては､その日本型安全システムの紹介

や仲立ちをやっていくとよいのではないかと思

います｡

それから､先ほどから話していますけれども､

東日本大衣災であれだけのことが起きて､危険

物施設や石油コンビナートがあれだけの被害で

済んだというのは､日本の社会の中でも､世界

的にも､誇るべきことだと私は思っています｡

そこに至るまでにいろんな業界の方々､消防槻

関の方々､それから行政の方々､そして協会な

どが非常に地道な努力をしてきたんだと思いま

す｡が､その努力はものすごく地道なので､な

かなか世の中には見えないのだと思います｡見

えないのだけれども､そういう地道な努力を

ずっと続けていかないと､件の中に危険物があ

る限り､大きな事故につながってしまうと思い

ます｡その地道な人たちのネットワークを協会

で､ぜひ今後も意識して創っていくとよいので

はないかと思います｡

○秋葉氏

基本的な部分なんですけど､屋外タンクの審

査については､消防機関の代わりにというんで

すか､業務の一部分について､協会が設計審査､

あるいは完成検査前検査に係る審査という形で

進めてきていただいているかと思います｡これ

までずっと消防機関の方が協会にお願いしてく

れているのは､長年協会が本当に真面目にこの

業務に取り組んでいただいている結果だと思っ

ておりますoぜひ今後も､その信頼をずっと継
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耗できるように､業務を進めていっていただき

たいなと思っております｡

また､現在､屋外タンクだけではなく､危険

物に関わるあらゆる分野で､協会の力を私ども

お借りして､安全確保しております｡今後も､

社会情勢の変化によって､いろんなことが課選

になってくるかと考えられますが､その際も､

これまで蓄積した知見や情報網､ネットワーク

を活用していただいて､危険物の安全確保に､

力を貸してくださるようにお厭いしますo　どう

ぞよろしくお願いします｡

○滝氏

はい､私も先ほどから､テーマによって人材

育成とか技術伝承ということのお話はさせてい

ただきましたが､今ずっとお伺いしているとこ

ろでも､やはりそういった何か過去のもの､こ

れまでの苗穂を紙にまとめたりとか､またホー

ムページにというお話もいただいていますの

で､私も同じ思いでございますoそういった点

では､やはりハードとソフトの面で､ハードは

法制とか何かができているのもあるんですけ

ど､ソフトはやはり自主保安もそうですし､私

が今､平成28年度検討会において､小林先生の

下で取り組ませていただいている､その防災要

員の方も全く同じことが言えますので､そう

いったために､こちらの組粒として40周年とい

うことを考えると､そろそろ確かに記録に残す､

50年に向けての大きな節E)ではないかと思いま

すので､ぜひそういった点で何か残していただ

く｡たぶん､今すく公表できないものもあるか

もしれないですが､資産として残していただけ

ば､間違いなくアーカイブとしての機能もでき

ると思います｡

そういった中で､もしかしたら経営と､それ

から社会貢献との2軸があるんじゃないかと思

うんですねo経営の観点では､もしかしたら収

益にもつながるバックボーンとして､コンサル

ティング業務もあるのかもしれないですけど､



一方で､先ほどの機関誌とかホームページとい

うのは､一般の方を含めてどのくらい理解させ

ていただくのかっていうのもありますので､そ

ういった点では､危険物というキーワードを広

げていただくためにも分かりやすくしていただ

ければ､まさに何かご理解いただける国民とか

地域の方もあると思いますし､まさに先ほど先

生方がおっしゃっている､インターネット検索

に引っかかるところになるとo　ですから､ホー

ムページのカウンターには広がるのかもしれな

いですけど､そこで波及させていくには､非常

に関心のある方がアクセスして広げていただく

というのが重要だと思いますので､ぜひ､わず

かな部分で何回も使っていただくものを出すこ

とは効果も高いと思いますので､そういったと

ころで出ていただければと｡

私が思っています､関係者の方々､諸先輩方

は､本当にプロジェクトⅩじゃないですけど､

これはないところでモノをつくってきた歴史が

あります｡私はどちらかというと､つくられた

中でレールの上を走らせていただいているの

で､見直しはするんですけど､過去のそういう

ことがどうだったかっていうのは､本当に直接

お伺いしないと分からないことがたくさんあり

ますo　いまだにお伺いしたいことがたくさんあ

るので恥ずかしいんですけどo　とにかく前に前

に進めていくためにも､人づくりというものに

ついて､引き続き協会のお力で何とかやってい

ただけないかと考えております｡よろしくお願

いいたします｡

○森氏

先ほど皆様がおっしゃったこととほぼ同じに

なるんですけれども､消防機関としまして､屋

外タンクの審杏､それから検査では本当に信頼

してわれわれも委託させていただいております

し､技術面のサポートとして大変助かっており

ます｡

それから､講習会･セミナー等についてです

けれども､受講してきた職員からも､分かりや

すくためになったという話をよく聞きます｡特

に､大阪など西日本エリアで開催していただけ

るということは､われわれにとっては出張費用

の面でも大変助かっております｡現在､さまざ

まな業務を展開されておられます｡引き続き､

専門的技術樺関として､さらに発展していただ

くことを期待しております｡

一つだけ､危険物に関するホームページとか

機関誌での情報提供という話がだいぶ進んでお

りますけれど､もう一つ､全国危険物安全協会

もありますよねo　あちらでもたしか､いろんな

取り組みをされておるので､調整されて役割分

担をされるとか､両方でダブってもちょっと大

変なのかなという気も少しします｡

○福島氏

これまでいろいろお世話になっていますし､

また､今後ともよろしくお願いしたいというの

を､まず最初に申し上げたいと思います｡私ど

もの業界で考えますと､製造を中心とした製造

所と､それから物流および販売のガソリンスタ

ンドという､二つの側面があります｡後者の物

流と販売については､要するに危険物の取り扱

いという形になるわけですが､製造所のほうは､

だいたいにおいて高圧ガスとセットになりま

すo　今､三省庁連絡会が進められていますけれ

ども,例えば高圧ガス保安協会さんとの､コラ

ボだとか､情報の共有化だとか､セミナーの共

同開催だとか､あるいは先ほども出ましたシス

テムなんかも､うまくお互いに相互乗り入れで

きる部分とか､活用できる部分とかをもっと増

やして､そういうことをやっていただけると､

われわれとしても活用しやすいし､また､皆さ

んたちも非常に親近感がわくんじゃないかなと

いう気がしますので､ぜひそういうことを期待

しています｡

○春山氏

繰り返しになってしまいますけれども､われ
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われ業界としての一番の課題は何かと言うと､

やはり現場です｡先ほど述べた､現場の人材育

成と技術伝承というのが極めて大きな課題に

なっていまして､そういう意味では､先ほどい

くつかの項目を貴協会さんでやっておられます

が､ぜひともそれを広く広げていただいて､わ

れわれ一般の企業に対してのサポートも引き続

きぜひよろしくお願いしたいということ､それ

から､中堅規模以下の会社さんへのフォロー

アップをどうするかというのは､われわれの課

題なので､そこへの連携もぜひ一緒にやらせて

いただきたいと思います｡

それからテーマとしては､毅近､リスクアセ

スメントの対応というのが非常に重要になって

きておりまして､実際に安全という切り口で､

どこまで現場がやれているかというと､不安な

ところもまだありますoそういう意味では､貴

協会さんもいろいろな仕組みがあります｡それ

からセミナーもあります｡そういう中で､これ
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も広くまた持ち上げていっていただけるとあり

がたいなと思います｡以上でございます｡

○司会(次郎丸)

危険物あるいは危険物施設に係るハード､ソ

フト両面にわたる課題についてできるだけまた

話を開かせていただき､協会の存在って､やは

りそれぞれその安全を図るために､どういう情

報を提供し､いただいた情報をどのように役立

つように仕組むかということは､非常に大事だ

と思うんですね｡コミュニケーションが欠けて

しまったのではよくありませんので､今までも

十分取っているとは思いますけれども､こう

いったことを機会に､またぜひコミュニケー

ションを取っていただければと思いますo

本日はありがとうございました｡今後とも

KHKのことよろしくお願いいたします｡

(座談会は平成盟年11月24Flに開催いたしましたo)


